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● 地域福祉のしくみ
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　「安心して地域の中で自分らしく暮らす」ためには住民一人ひとりの努力を基本としながらも、お互いさまの
気持ちを持ち「自助」「共助」「公助」のしくみのなかで、支え合い・助け合うことが大切です。
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●地域福祉推進モデル地区の設定
　各大字単位で「福祉懇談会」を開催し、“地域
の福祉課題を共有する”“地域での解決策を検討
する”機会を設け、地域での取り組みを支援しま
す。

●あいさつ運動の実施
　地域住民同士、あいさつをすることで、お互い
に気にかける関係を普段から持ちます。また、社
協職員が実践することと、運動を広げるための周
知を行います。

●有償ボランティア事業の実施
　公的なサービス以外の新たな住民の助け合い運
動のしくみを検討し、在宅生活を支える社会資源
を整えます。

●「ふくし総合相談窓口」の開設
　多様化する日常生活課題に対する解消・解決の
一助となるように専任職員を配置し、継続開設し
ます。丁寧な電話対応やアウトリーチ（現場に出
向く）による支援を行います。

●新たな講座の開催
　地域のボランティアニーズに対応した講座を開催
します。講座受講生による新たな活動につながるよ
うに支援をします。

●社協「ホームページ」の作成と発信
　山添村社協「ホームページ」を新たに作成し、最新
情報を広域的に発信します。

●社協経営目標の設定
　地域福祉活動を継続的に推進するには、健全な社
協経営を行うことが重要で、財政・組織・事業の課題・
目標を明確にし、社協運営を行います。

●介護職員の地域福祉活動への参画
　社協介護職員が定期的に地域の福祉活動に出向
き、専門性を活かして地域に関わりを持ったり、相談
コーナーを設置します。

●社協「キャラクター」の設定
　より身近な社協となるように、山添村社協「キャラ
クター」を考案し、ネーミングを公募します。
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社協のはたらき

　社会福祉協議会は、地域社会において民間の自主的な福祉活動の中核となり、住民の参加する福祉活動を推
進し、保健福祉上の諸問題を計画的に協働によって解決しようとする公共性・公益性の高い民間非営利団体で、
住民が安心して暮らせる福祉コミュニティづくりと地域福祉の推進を使命とする組織で、「社会福祉法」に基づき
全国・都道府県・市区町村に設置されている社会福祉法人です。

　複雑多様化する生活課題に対して、特に高齢者や障がい者の分野においては、公的な福祉サービスは飛躍的
な発展をとげてきたと言えます。しかし、地域においては、公的な福祉サービスだけでは対応できない問題や、総
合的な対応が不十分であることなどから生まれる問題、また、社会的排除や地域の無理解から生まれる問題な
どがあります。
　今回策定した山添村地域福祉活動計画は、平成28年度から平成32年度までの5年間で地域住民が主体と
なり「自分の住む地域をよくしていくために」具体的に地域で抱える問題にどう向き合い、解決していくかを考
え、どのように活動していくかをまとめたものです。

　社会福祉協議会は３つの活動原則に基づいて、
地域の特性を生かした活動を展開しています。

❶つながり、助け合い
　昔から自然にあった「地域住民のつながり」を意識
しながら、お互いに見守り、助け合い、支え合う関係
を高め、新たなつながりを再構築します。

① 小地域福祉活動の活性化
② 地域での居場所づくり
③ あいさつ・見守り活動の展開

① 福祉サービスの充実
② ひとりひとりにあった支援の提供
③ 関係機関とのネットワークづくり

① ボランティアの育成
② 福祉教育の普及充実
③ ボランティアコーディネートの
　 強化

① 福祉情報の発信
② 安定した活動財源の確保と地域への還元
③ 行政との連携強化
④ 役員、職員の連携強化

① 小地域福祉活動の推進
② 地域支援のための体制整備
③ サロン活動の充実
④ あいさつ運動の展開
⑤ 地域の実情にあった見守り活動の展開

① 介護保険事業の充実
② 障害者総合支援事業の充実
③ 受託事業の実施
④ 公共交通空白地有償運送事業の実施
⑤ 新たな支援のしくみの開発と実施
⑥ 権利擁護や生活困窮者に対する支援の充実
⑦ 相談機能体制の充実
⑧ 当事者組織活動の支援
⑨ 関係機関、住民との連携体制の整備

① ボランティアグループ・
　 村ボランティア連絡協議会の充実
② ニーズに合った講座の開催・新たな活動支援
③ 小地域福祉活動サポーターの育成
④ 児童、生徒を対象とした福祉教育の推進
⑤ ボランティアの需給調整
⑥ ボランティア活動保険の加入促進

① 福祉情報の充実と発信方法の工夫
② 会費、寄付金、募金の拡充と継続
③ 安定した社協組織運営
④ 行政との連携強化
⑤ 職員、部門間の連携
⑥ 職場内研修の実施と外部研修への参加
⑦ 役員、評議員との連携

「心よりそう 郷づくり ～ひとりひとりの○○したいを“カタチ”にする～」
　「安心して地域の中で自分らしく暮らしたい」と思うのは、誰もが願う共通の願いです。この願いの達成には住
民ひとりひとりの関わりを基本としながら、日頃から地域住民、福祉団体、行政、社会福祉協議会が連携・協働し
て地域福祉活動の推進に努める必要があります。
　このことから、山添村地域福祉活動計画の理念は、ひとりひとりに、心よりそいながら、郷（地域）づくりに取り
組み、ひとりひとりの行動をもとに“生活しづらさ”を解消する主体的な行動が必要と考え、「心よりそう郷(さと)
づくり～ひとりひとりの○○したいを“カタチ”にする～」とします。
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❷安心して暮らせる
　困った時に気軽に相談できるしくみとサービスを安
定的・継続的に受け、生活や暮らしの不安を解消し、
安心して生活できるようにします。

❸愛の輪を広げる
　地域福祉活動への意識啓発とボランティア活動への
参加促進を進めることで、住民ひとりひとりが地域福
祉の担い手として活動できるようにします。

❹安定した基盤のある社協
　「地域福祉の推進」を使命とする社会福祉協議会が地
域福祉活動の土台となり、ひとつひとつの活動を支え
ていく必要があり、社会福祉協議会の組織力を高め、
安定した活動を維持・継続できるようにします。

● 山添村地域福祉活動計画とは… ● 社会福祉協議会とは･･･

● 社会福祉協議会の活動原則

● 基  本  理  念
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協　議　体
ふくしのまちづくりのために

話し合います

運動推進体
ふくしのまちづくりのための

運動をすすめます

事　業　体
福祉サービスや介護サービス
などの事業を行います


